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コロナ禍における繋がりと支援の考察
～矯正施設を退所した独居者の語りをもとにして～

コロナ禍の
しゃばぐらし



施設の
コロナ
対策

楽しみ
方見つ
ける

特徴

「仕事が減って収入やや
減」

特徴

「地域の活動が中止」
「やれることがなく退屈」

特徴

「食べないと死んでしまう」
「宅配と自炊でやっている」

コロナ禍のひとりぐらしでは、食事や就労、通院など、もともとあたりまえ
だった生活に大きな不安を抱えることを余儀なくされました。しかし、支援者
に相談したり近隣や仲間に支えられるなど、自ら人につながりを求めて日々起
こる問題を乗り越えている実態が明らかになりました。

施設ぐらし

コロナ禍の高齢者・障がい者のひとりぐらしを支えている要素

代表 ○○ ○○○

食生活
は維持

趣味が
中断or
縮小

収入減

コロナ禍の施設ぐらしでは、集団感染を防ぐために外出制限など不自由を
余儀なくされました。しかし、施設スタッフの配慮で施設内でも楽しめるレ
ジャーやストレスがかからない工夫が施されて、安心な生活が守られている
実態が明らかになりました。

ひとりぐらし

特徴

「仕事やボランティア減」
「自宅待機中は仕事が中

止」

特徴

「家族の不安に巻き込まれる」
「心配してくれた家族と再会」

特徴

「自ら新しい行動様式を模索」
「隣人の騒音トラブル」

コロナ
禍ゆえ
の苦労

家族
関係
による
影響

就労に
変化

特徴

「生保受給で最低限の確
保」「金銭管理のお陰で生

活安定」
「訪問看護、見守りサービ

ス」特徴

「近所づきあい」
「SNSのつながり」

特徴

「家の中でできる楽しみ
／ナンクロや読書」

「散歩→自転車で運動」 楽しめ
る形を
発見

ｲﾝ
ﾌｫｰﾏﾙ
な支え

ﾌｫｰﾏﾙ
な支え

特徴
「コロナ禍でできる季節行

事」
「施設で野球チーム結成」
「ストレスをかけない暮ら

し」

特徴

「食事や風呂をグルー
プ分け」
「手洗い・消毒・検
温」

特徴

「お菓子でストレス解消」
「施設の仲間と話をする」

特徴

「アドバイスがもらえる」
「話聞いてもらえてスッキリ」

施設
職員が
支え

特徴

「テレビ報道で見る
注射器が覚せい剤
使用への刺激」
「自助グループ中止」

特徴

「イライラすることもある」
「外出禁止は仕方がない」 外出

制限

コロナ
禍ゆえ
の苦労

現状に
配慮

対人関係

生きがい

頼れる支援者

訪問してくれる支援

者

生活基盤

（住まい・お金）

不安なコロナ禍でも
精神的に支えられる
関係性がある（自助・共助）

非常事態であっても揺るがない
生活基盤と支援体制が
構築されている（公助）


